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論 文 内 容 の 要 旨 
泰山 裕氏の論文「思考力育成を目指した授業設計のための思考スキルの体系化と評
価」は、以下の構成により全 6 章からなる。  
第１章 はじめに：研究の概要と構成 
第２章 研究の経緯 
第３章 研究の背景 
第４章 教科共通の思考スキルの抽出と関連の整理 
第５章 研究成果の評価 
第６章 おわりに：研究のまとめ 
 
以下、各章の要旨をまとめる。 
第１章では、「思考力の育成」の重要性は多くの人が認めるが、その定義がさまざまであ
るため教育現場では混乱している現状を説明し、この問題を解決するために「思考力を思
考スキルとして具体化し、体系的に指導すること」により、思考力を育成できることを提
案している。本研究において思考力とは「現実の問題状況や目的に合わせて、思考スキル
を活用し、問題解決や意思決定を行う力」と定義し、“比較する”“分類する”などの具体
的なスキルとして記述する。学習指導要領において求められる思考スキルを抽出し、学年
ごとの思考スキル同士の関連を明らかにすることで、小学校段階での授業設計の枠組みを
体系化することを意図している。 
第2章では、思考力に関する文献を分析し、思考力について思考スキルの観点から定義
することの重要性について指摘している。学習指導要領の改訂やPISA型学力、キー・コン
ピテンシーへの関心等から、思考力の育成に注目が集まってきているが、現状では思考力
に関する共通理解が十分ではないため、体系的な授業が実践できていない。そこで、学習
指導要領などから、指導されることが想定されている教科共通の思考スキルの抽出を行い、
学年ごとの思考スキル同士の関連を整理することの重要性を論じている。 
第3章は、先行研究を分析し、批判的に考察を加えている。思考スキルは領域特殊で転
移は難しいという立場に対して、思考スキルという具体的な技能を想定し、転移可能だと
する立場を明確にしている。そして、思考スキルを教科において指導し、自らをモニタリ
ングし、コントロールするメタ認知能力の育成の重要性を主張している。そのために、「新
統合理論」にのっとって、さまざまな学習を通して習得した思考スキルを意識的に活用し
ながら問題解決をする場面を準備し、メタ認知的知識を活用する学習環境を用意する必要
がある。 
 第 4 章では、学習指導要領やその解説の内容分析をおこない、思考スキルを抽出する手
順を説明している。この方法で、国語、算数、理科、社会、生活、総合的な学習の時間に
関する思考スキルを抽出し、教科間の関連について分析している。その結果、19 の共通す
る思考スキルが抽出され、それらの思考スキルが先行研究で取り上げられたものとの対応
を検討した。これらの思考スキルを低・中・高学年において体系的な関連図として示し、
思考スキル同士の関係の強さについて統計的な検証をおこなった。 
第 5 章では、思考スキルの関連図を参考に、実際に授業デザインをしてもらい、その有
用性について検証した。その後、授業設計をしてもらった教師に対してアンケート調査を
おこなった結果、「各教科における思考の目標が具体的になる」、「思考スキルに焦点化す
ることで、各教科・学年の指導を関係づけることができる」といった評価を得ることがで
きた。 
第 6 章では、研究の成果をまとめ、授業設計における留意点および課題を挙げている。
思考スキルに重点をおいた学習プログラムを実施した結果、子どもたちは目標を意識した
視点をもち、自身の思考過程を把握するなど、メタ認知にかかわる活動に影響しているこ
とが明らかになった。一方、思考スキルによる限界も明確になり、今後授業設計モデルが
どこまで一般化できるか、さらに研究を継続していくことが課題となった。 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
泰山 裕氏の論文「思考力育成を目指した授業設計のための思考スキルの体系化と評
価」について、以下審査結果の要旨を述べる。 
 
小学校学習指導要領では、活用型学力あるいは言語活動の重視という観点から思考力育
成に重点が置かれている。しかし、具体的に思考力の定義やとらえ方、育成方法について
は明示されていない。そのため、多くの学校で目標として「思考力を育てる」ことを掲げ
ているが、具体的にどのように育成したらよいのか明確化されていないのが現状である。 
この現状に対し、国の研究機関では思考力をどのようにカリキュラムに位置づけるべき
か継続的な分析が行われている。そこでは、次期学習指導要領改訂に向けて、汎用的な思
考力と領域固有の思考力をどう区別するか、どこで育てるかが議論の俎上に上がっている。 
学術的には、思考スキルについての議論は 1980 年代から盛んに行われてきた。その中
で、メタ認知を活用することで思考スキルを汎用的に利用できるとする「新統合理論」が
注目されるようになってきた。本論文では、この議論の経緯を丹念に追った上で、新統合
理論に依拠して研究が進められている。 
本研究の目標は、日本の小学校において思考力育成をめざす授業を設計する枠組みを提
示することであり、実際の教育実践に与える影響という観点からみてその有用性は高く、
学術的にも従来の議論に一石を投じる内容となっており高く評価できる。本論文の特徴的
な点として、次の三点をあげる。 
 第一に、教科書や授業実践に暗黙的に盛り込まれている能力を「思考スキル」という概
念で顕在化させた点である。本論文においては、思考力という概念を知的操作に関わる思
考スキルという具体的な技能としてとらえている。思考スキルを手順・操作として限定的
にとらえることによって、内容的知識で構成されている学習指導要領に能力の観点を取り
入れることができるようになった。そして、学習指導要領やその解説のなかから潜在的で
あった思考スキルを抽出し、顕在化することで思考を焦点化できる点に独創性が認められ
る。 
第二に、思考スキルを顕在化する方法に、内容分析の方法論を採用した点が新しい視点
であるといえる。これまでも、学習指導要領に記載されている思考にかかわる動詞を抽出
するテキストマイニングという手法で、思考を抽出してきた例がある。しかし、この方法
では、単に思考に関わる動詞が抽出されただけで、それをどのような形で授業実践に落と
し込めるかわからない。たとえば、学習指導要領に書かれている学習活動は、「考える」と
いうような曖昧な表現になってしまう。指導要領に書かれている「地域の様子は場所によ
って違いがあることを考える」という記述を取り出しただけでは、何をどのように考える
のか明確ではない。本研究では、「考える」という文言から実際の学習活動を想定し「２つ
の地域の写真を比較して共通点と相違点を指摘する」というように具体的な活動に変換し、
「比較する」という思考スキルを対応付けるという作業を行っている。この方法によって、
学習指導要領に示されたすべての学習活動を思考スキルに対応づけることができるように
なった。 
第三に、体系化した思考スキルを実際の授業を分析する際に参照できるかどうかを検証
した点である。検証においては、小学校教員が作成した授業設計と単元設計の事例を３つ
ずつ取り上げ、その中でどのように関連図が用いられ、それが従来の授業とどのように違
うかを検証している。成果としては、関連図に則った授業設計は従来のものと違った展開
になり、それが思考スキルを意識した変更であることが示されている。思考スキルの一覧
や関連図を参照することによって、授業目標が思考スキルに焦点化されるようになったこ
とが検証された。実際に授業設計を行う際に、関西大学初等部での授業設計手順を参考に
モデル化している。ここに示された思考スキルの関連図と授業設計の手順モデルは、新し
い学習指導要領に記載されている思考力育成を目指す授業を実現するために、非常に有用
な視座となることが期待される。 
 以上の点を鑑み、本論文は博士論文として価値のあるものと認める。 
